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行
仙
宿
、
連
休
前
の
準
備
作
業 

 

◇
実
施
日 

４
月
３
０
日
（
土
） 

 
 
 
 

晴 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
生
熊
敏
男
・
千
満
子
、
畑

林
秀
味
・
清
子
、
大
江
加
予
子
、
橋
本
梓
、
西
克
、
梶
野
照
雄
、

志
岐
敬
、
高
橋
桂
太
、
今
中
三
恵
子 

 
 
 
 
 
 

１
４
名 

 
 

  

例
年
春
に
南
奥
駈
道
全
コ
ー
ス
の
巡
視
を
行
い
、
大
型
連
休
前
に
は
各
小
屋 

の
整
備
に
出
向
い
て
い
る
が
、
今
年
は
週
末
に
雨
が
多
く
日
本
山
岳
会
の
サ
ポ 

ー
ト
も
あ
っ
て
、
連
休
２
日
目
と
な
る
３
０
日
に
や
っ
と
行
仙
宿
に
向
か
う
こ 

と
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

「
杭
ま
る
」
を
運
ぶ 

 
 
 

ブ
ロ
ア
ー
で
掃
除 

 
 

 
 

 
 

水
汲
み 

当
日
朝
８
時
半
、
補
給
路
登
山
口
に
全
員
が
集
ま
る
。
登
山
口
に
は
電
源
開
発 

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
杭
ま
る
」
６
０
本
が
デ
ポ
さ
れ
て
い
る
。
本
日
の
荷
揚
げ 

の
主
な
も
の
は
、
こ
の
杭
６
０
本
と
缶
ビ
ー
ル
２
ケ
ー
ス
、
コ
ー
ラ
１
ケ
ー
ス 

で
あ
る
。
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
分
担
し
て
運
び
上
げ
る
。
高
橋
君
が
ビ
ー
ル 

２
ケ
ー
ス
を
担
い
で
く
れ
た
お
か
げ
で
２
往
復
せ
ず
に
、
一
度
の
荷
揚
げ
で
行 

仙
宿
に
着
く
こ
と
が
出
来
た
。 

到
着
後
は
水
場
整
備
と
水
汲
み
、
小
屋
、
お
堂
、
ト
イ
レ
の
清
掃
、
以
前
運
ん 

だ
雑
木
を
マ
キ
に
加
工
な
ど
に
分
か
れ
て
作
業
し
、
午
前
１
１
時
半
頃
か
ら
昼 

食
と
す
る
。
児
嶋
さ
ん
は
青
木
君
寄
贈
の
ブ
ロ
ア
ー
で
小
屋
周
辺
の
落
ち
葉
を 

き
れ
い
に
掃
除
し
て
く
れ
た
。
水
場
は
昨
日
の
雨
で
滝
に
な
っ
て
流
れ
て
お
り
、 

約
５
０
リ
ッ
タ
ー
を
小
屋
に
運
び
あ
げ
た
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

間
伐
材
を
運
ぶ 

 
午
後
の
作
業
は
送
電
線
下
の
補
給
路
を
補
強
す
る
作
業
だ
。
送
電
線
工
事
の 

た
め
線
下
の
樹
木
を
伐
採
し
た
た
め
、
補
給
路
の
谷
側
が
崩
れ
始
め
た
の
で
、 

昨
年
か
ら
少
し
ず
つ
資
材
を
運
ん
で
準
備
し
て
い
た
。 

今
日
荷
揚
げ
し
た
「
杭
ま
る
」
で
十
分
な
資
材
が
揃
い
、
好
天
で
参
加
者
も
多 



数
だ
っ
た
の
で
作
業
を
決
め
た
。 

ハ
ン
マ
ー
や
ジ
ョ
レ
ン
な
ど
を
倉
庫
か
ら
出
し
、
午
後
１
時
頃
に
現
場
到
着
、 

工
事
に
着
手
し
た
。 

梶
野
、
志
岐
、
高
橋
、
西
の
４
名
は
、
梶
野
君
が
モ
ノ
レ
ー
ル
傍
に
集
め
た
間 

伐
材
（
直
径
７
～
８
㎝
長
さ
１
８
０
㎝
位
、
約
３
０
本
）
を
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点 

に
集
め
る
、
と
降
り
て
行
っ
た
。 

残
り
の
１
０
名
で
作
業
開
始
、
杭
、
桟
木
、
道
具
類
は
す
ぐ
横
に
あ
る
。
工
事 

に
必
要
な
も
の
は
運
び
こ
ん
で
い
た
の
で
、
進
行
は
早
い
。
杭
を
打
つ
者
、
桟 

木
を
運
ぶ
者
、
土
を
削
っ
て
道
を
平
ら
に
す
る
者
と
、
皆
さ
ん
自
分
の
役
割
を 

心
得
て
い
る
の
で
、
特
段
の
指
示
は
必
要
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

補
給
路
の
補
修
個
所 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

下
山 

 

一
時
間
ほ
ど
で
崩
れ
の
大
き
い
直
線
部
分
の
補
修
は
完
了
。 

３
０
ｍ
位
の
長
さ
が
あ
る
の
で
、
上
下
２
段
の
土
留
を
設
置
す
る
の
に
３
回
位 

は
出
向
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
一
回
、
一
時
間
半
で
大
部
分
が
完 

成
し
た
。
間
伐
材
を
集
め
に
降
り
た
４
人
も
丸
太
を
担
い
で
戻
っ
て
き
た
。
工 

事
の
進
捗
具
合
に
驚
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

道
を
平
ら
に
す
る
た
め
土
を
削
っ
た
の
で
、
路
面
が
柔
ら
か
い
土
に
な
っ
て 

い
る
。
路
面
に
小
石
を
敷
き
詰
め
て
、
土
が
流
れ
出
す
の
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る 

た
め
周
辺
の
ガ
レ
場
か
ら
小
石
を
集
め
て
現
場
に
敷
く
作
業
が
残
っ
て
い
る
。 

行
仙
宿
訪
問
の
都
度
、
作
業
し
て
完
成
を
目
指
し
た
い
。 

作
業
を
終
え
て
道
具
類
を
一
ヶ
所
に
集
め
る
。
道
具
類
に
シ
ー
ト
を
被
せ
な
が 

ら
登
山
道
に
目
を
や
る
と
、
路
肩
に
は
桟
木
が
入
り
、
路
面
も
平
ら
で
広
く
な 

っ
て
、
そ
の
完
成
度
に
満
足
す
る
一
日
だ
っ
た
。 

遠
路
参
加
し
て
下
さ
っ
た
高
橋
君
、
今
中
さ
ん
。
そ
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
皆
さ 

ん
、
あ
り
が
と
う
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
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イ
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 08

：30

補
給
路
登
山
口
→09

：50

行
仙
宿12

：43

→13

：00

補
給
路
補
修
個

所14

：05

→14

：38

補
給
路
登
山
口 

 


